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論文内容の要旨 
 21世紀は環境の時代といわれるが、現代社会は競争・紛争・戦争が絶えず、常にめ

まぐるしく変化しているリスク社会である。そして多くの場合、その根底には経済問

題が横たわっている。従って対立や紛争の解決策はその利害をどう調整し、合理的に

解決するかである。 
人間社会では紛争が発生すると、その解決のために多くの人々のエネルギーが費や

される。しかし、その労苦の量を把握したものは見当たらない。紛争に伴う人々の時

間や苦労は、相当なものになると推測されるが、経済的に数値化して金額に換算した

社会的・経済的損失の文献は見当たらない。 
行政を相手にする環境紛争では、一般に多くの人が貴重な時間や費用を無料で紛争

解決のために投入している。その時間や苦労、といったものは把握できないものか。

少なくともそこで消耗される人間のエネルギーが社会的費用として金額化され、無視

できない値になるならば、それを合理的に解決する分野が経済学にあってもおかしく

ない。経済学がこのような環境紛争の労苦の量をコストのような形で、正面から取り

上げて論じることは少ないようである。 
筆者は滋賀県滋賀郡志賀町に移り住んで３０年以上を過ごしてきたが、５年前に突

然近くに《志賀町栗原地先焼却処理システム施設整備計画》(以下、本件と記す)と言う

公共関与の大型廃棄物焼却場建設計画を知らされ、その反対運動に関わってきた。そ

の関係もあり、全国的にも多発している、「地域の廃棄物処理施設の立地問題に関する

環境紛争」をテーマに取り上げ、紛争コストを中心に経済学の立場から分析すること

を試みた。 
第１章では環境問題を経済学的立場から捉えた定義と主要な学派の考え方を概観

した。産業の発展は環境に及ぼす影響を飛躍的に拡大させ、環境問題は経済活動の土

台を掘り崩すところまで来た。被害者であり加害者である現代の環境汚染、廃棄物と

行政の問題は全国で紛争を発生させている。 
第２章では紛争について社会学からの見方とK・ボールディング氏の『紛争の一般

理論』を概観するとともに、滋賀県志賀町栗原地先で発生している公共関与の廃棄物

焼却場建設計画の環境紛争を取り上げ、最も把握しやすい平成１６年度の紛争コスト

を計算した。紛争で発生する費用は機会費用の概念を利用して、町民が紛争に関与し

た世帯当りの平均関与時間、家事労働の価格なども参考にして求めた紛争単価、紛争
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関与世帯数を掛け合わせることによって求めることができる。そして紛争コストは、

４．６億円（平成１６年度）であるとの結果を得た。この値は紛争地の志賀町年間予

算の約6％に相当する。 
第３章では第２章で得た紛争コストを元に紛争に関して社会学の知見も参考にし

ながら、地域の環境紛争に関する経済的分析を試み、解決策を模索した。滋賀県行政

の廃棄物に対する取り組みはきわめて不十分であり、本件は起こるべくして起こった

地域の環境紛争といえる。しかし行政側に紛争に伴う外部費用発生の自覚はなく、社

会的費用を減らす必要があるという意識がみられない。本件紛争は社会的費用の浪費

であり、環境紛争の未然防止と、発生してしまった環境紛争の早期の収拾方法につい

て検討を加えた。 
第４章考察では初めに、K・ボールディング氏の「紛争の一般理論」に立脚して本

件の分析を行い、この理論が「地域の環境紛争」の分析に有効であるとの確信を得た。

ついで、平成１６年度の紛争コスト、４．６億円は根拠があり、十分信頼性のあるも

のであることを確認し、この金額を元に本件紛争の全体金額を推定してみた。その結

果、約 27 億円という無視できない金額であることがわかった。また、新しい資本概

念、「社会関係資本」についても考察した。この概念はパットナムなどで広められたが、

本件住民紛争にも適用できるところがあり、今後に興味が持たれる。環境紛争にとも

なう社会的費用の削減は、たとえ現時点で実効性が少なくても、長期的展望に立つと

削減される方向に社会の仕組みは変化している。 
第５章は終章として全体を振り返った。環境を守る主体はその環境を守ろうとする

人であるように、地域の環境紛争を解決しようとする主体はその地域の住民でなけれ

ばならない。そして地域の環境紛争を解決するには、経済学的視点が重要である。 
行政の「公共関与の必要性」という一種の「錦の御旗」により、公権力で問題解決

を図ろうとする姿勢は、いたずらに紛争を長引かせ、社会的費用の浪費に繋がる。社

会的費用の削減に行政を向けるには、経済理論だけでなく、政治や真の民主主義を機

能させる必要性がきわめて重要と思われる。 
人口約23,000人の小さな町で発生した「地域の環境紛争」を、経済学的観点から

分析し、平成１６年度における紛争コストは４．６億円（志賀町財政の6％）であるとの結

果を得た。全国で多発する類似の住民紛争の経済的側面を検討する時の、1 つの検討

材料なることを望む。                          以上 


